
様式第13号（第20条関係） 

令和２年１月２４日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 美山町鶴ヶ岡振興会 

設定課題 高齢化地域の活性化 

事業名 “山里の記憶”継承プロジェクト 

事業の概要 

 しめ縄、栃もち、鯖なれ寿司、味噌などをつくる体験教室を、季節

に合わせて開催することで、高齢者の持つ技術を次の世代へと継承す

ると共に、伝統技術を山里地域の魅力として発信。 

技術の担い手を地元住民のみに限定せずに、都市住民も技術の担い

手とするために、広く参加者を募った。 

事業費総額 222,644 円 うち交付金額 180,144 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（市民環境課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

体験教室の開催により、地域に伝わる生活に密

着した伝統技術の再発見と、技術継承の機会づく

りと交流人口の増加に繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（技術を継承するためには継続した

取り組みが必要。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

令和２年１月２４日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 南丹市歴史探勝会 

設定課題 南丹市観光まちづくりの推進 

事業名 「南丹市の歴史を学ぶ」プロジェクト 

事業の概要 

 南丹市の名所・旧跡において歴史教室を開催し、地域住民にその魅

力を再発見してもらうと共に、観光資源として活用して市外の人々に

もその魅力を知ってもらい、南丹市の認知度の向上を目指す。 

事業費総額 222,184 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（市民環境課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

期間中に４回の歴史教室を開催。「清源寺と園

部城太鼓櫓」「大阪の陣 小出氏ゆかりの地」「生

身天満宮所蔵の小出吉親公甲冑」「日吉の猿楽梅

若家」など、南丹市の歴史を再認識すると共に、

「文化財保護」ならびに観光資源としての利用に

向けた「史跡ガイド養成」への機運が高まった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（事業効果を高めるための啓発の取

り組みが必要） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

令和２年１月２４日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 平屋地区地域福祉推進協議会 

設定課題 高齢者への介護予防の取り組み 

事業名 平屋いきいき体操普及事業 

事業の概要 

 運動がロコモ（運動器症候群）や認知症予防に効果が有ることから、

昨年度の交付金で異なる高齢者の体力に合わせた運動強度別、座位・

立位で出来るオリジナルの体操を作成し、サロンの参加者に指導を行

った。本年度の交付金では、オリジナル体操のＤＶＤ作成と、指導者

の育成を行い平屋いきいき体操の普及を行った。 

事業費総額 235,602 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（市民環境課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

体操の指導者育成とＤＶＤの作成により、運動

する機会の増加と、指導者不在時でも体操をする

ことができるようになった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（ＤＶＤを操作できない高齢者も居

るため他の方法での啓発方法も検討が必要。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

令和２年１月２４日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

事業実施団体名 京都桑田村 

設定課題 高齢者地域の活性化 

事業名 京都桑田村五十年プロジェクト 

事業の概要 

 美山地域はもともと北桑田郡に属しており、名前の通り以前は養蚕

が盛んに行われていたが、今の高齢者が養蚕を経験した最後の世代と

なる。養蚕だけではなく消えつつある地域固有の文化を５０年後も続

けられるよう、前回の事業でも地域と深い関わりのあった京都市内の

幼稚園や大学（幼児教育学科）と連携し長期的な事業を実施した。 

事業費総額 222,135円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（      ） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

本年度の交付金では大谷大学保育科と連携し

た幼児教育に関わる学生に地域の伝統を伝える

とともに、学生と園児が実践的に交流する機会を

作ることができた。 

学生が成長し教育する立場になった際に、更に

次の世代へと文化継承の素地ができた。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（個人情報であるため学生の連絡先

を入手することが難しい。了解のうえで各々から

連絡先を得られる仕組みづくりが必要。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

令和２年１月２４日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

事業実施団体名 里山暮らし研究所 

設定課題 高齢化地域の活性化 

事業名 ヨガ教室開催による地域の活性化 

事業の概要 

 前回の交付金では最も手助けが必要な高齢者の健康に着目した事

業を実施。今回の交付金では高齢者を支えると共に、日々の子育てな

どで疲れている子育ての世代に着目。心と身体を健康に保つために子

ども連れでも参加できるヨガ教室を開催した。 

事業費総額 236,329円 うち交付金額 122,579円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（      ） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

託児のための人とスペースを用意し、育児世代

を中心に事業を実施したため、子育て世代の方が

気兼ねなく子ども連れで参加することができ、専

門家の指導の下で体を動かすことで、参加者の心

と体のリフレッシュを行うことができた。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（予約制にしなかったため気軽に参

加してもらうことができたが、会場や準備物の都

合上、事前に人数把握ができれば、より効率的に

事業を実施できるため、自由度を下げずに効率を

高める方法の検討が課題。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係）  

令和２年１月２４日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 わっかっか！ 

設定課題 高齢化地域の活性化 

事業名 みんなの居場所づくり 

事業の概要 

 地域課題の掘り起しと、ネットワーク拠点をつくるため、これまで

交付金事業を 2 回実施。今回については活動を積極的に PRすると共

に、歌声喫茶、高齢者のためのピアノ教室、夏祭り、音楽療法、オー

プンスペースの提供、鉄道模型走行会など、幅広い地域の方や、様々

な年代の人が参加できる取り組みを実施。 

事業費総額 222,924 円 うち交付金額 144,600 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

参加者の要望を聞き、継続した事業を実施した

ことで参加者も増加し、様々な人の交流の場とな

った。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（常連の参加者が増えてきている

が、更なる活動の周知が必要。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第20条関係） 

令和２年１月２４日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 南丹けんこう美人 

設定課題 健康長寿をめざす取り組み 

事業名 筋肉と人と地域の活性化～未来への本物健康づくり～ 

事業の概要 

 心身が健康でなければ山積する地域課題に積極的に取り組むこと

ができないことから、身体の歪みを無くし、基本動作（座・立・歩・

寝・起）を行える心身を作るため、交付金を活用しこれまで 2回事業

を実施。今回は一般参加者向けの体操教室と、体操の基礎を習得し指

導できる初級指導者養成講習、初級指導者の指導力を向上し、教室を

開講できるレベルに育成する準中級指導者認定の認定継続講習を実

施した。 

事業費総額 225,837円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（市民環境課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

3 名の準中級指導者、3名の初級指導者を養成

することができた。また、一般参加者向けの体操

教室についても新規登録者が増え、認知度が向上

したことにより、ミニデイサービスやサロンから

の講師依頼も増加した。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（事業を継続するための財源の確

保。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 


